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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  

プロジェクトのテーマ、「多文化共生とマイノリティをめぐる日米比較研究 」を進展させ、教育的波及効果

と社会へのアウトリーチを目的として、2 0 1 5 年 7 月には共同研究者が在籍するイリノイ大学シカゴ校の教員 ・

学生と合同の演習、授業 、フィールド・トリップを行った（共通言語は英語 ）。さらに、国際シンポジウム「マイノ

リティとジェンダーの諸相 ：未来に向けた日米対話 」、Pa r t  I  I I を、内外からの著名なゲストスピーカーを招き

一般公開の形で開催した。国際シンポジウムの概要は以下の通りである。  

Pa r t  I  

日時 ：  2 0 1 4 年 7 月 1 6 日 （水 ）  午後 3 時～6 時  

会場 ：  東京学芸大学  S 棟 1 0 3 教室  

パネリスト  

S tua r t  Ga f f ney  （カリフォルニア大学サンフランシスコ校 、Ma rr ia ge  E qua l i t y  U S A）・ J ohn  Lewis  （弁

護士、Ma rr ia g e  Eq ua l i ty  U SA .）“Ga y  Ma rr ia ge  2 0 1 4 :  Two lea d ers  o f  the  f reed om t o  ma rry  

m ovem en t  in  the  U S A te l l  t he i r  pers ona l  s t ory  a nd  ta l k  a b ou t  th e  f u tur e  of  the  LGB T 

m ovem en t”  

柏崎  正雄  （N PO 法人アカー  動 くゲイとレズビアンの会 ）  “Bef ore / A f t er :  C oming  ou t  a s  a  Ja pa ne se  

ga y  ma n  a nd  a  l i f e  of  a c t i v i s m”  

司会 ・コメント  三部  倫子 （お茶の水女子大学 ）  

Pa r t  I I  

日程 ：  2 0 1 4 年 7 月 1 9 日 （土 ）  午後 3 時～6 時  

会場 ：  東京学芸大学  S 棟  2 0 3 教室  

 

パネリスト  

J a mes  We lker  （神奈川大学 ）  " A Br i e f  His t ory  o f  Sex ua l  a nd  Gen d er  M in or i t i es  in  Ja pa n "  

池田  宏  （特別配偶者 （パートナーシップ）法全国ネットワーク）  "Wher e  a re  w e  in  Ja pa n  t o  a ch ie ve  

lega l  re c ogn i t i on  o f  sa m e  sex  pa r tnersh i p ?”  

S tua r t  Ga f f ney  （カリフォルニア大学サンフランシスコ校 、Ma rr ia ge  E qua l i t y  U S A）・ J ohn  Lewis（弁護

士、Ma rr ia ge  E qua l i t y  U S A.）“Freed om  t o  Ma rry  f or  L es bia n  a nd  Ga y  C oupl es :  Pers ona l ,  

S oc ia l  a n d  Lega l  Pers pe c t ives  f r om two of  th e  l ea ders  o f  the  ma rr ia g e  e qua l i ty  m ove men t  in  

the  U S A”  

司会 ・コメント  菅  美弥 （東京学芸大学 ）  

 

以上のような研究活動を通じて、東京学芸大発の多文化共生とマイノリティに関する国際的研究ネットワ

ークを大きく進展させ、日米の人種、エスニシティ、ジェンダーをめぐる歴史と今日の課題についての議論を

深めることが出来た。また、日米の結婚観やマイノリティのアイデンティティ形成等のイシューについて活発に

意見交換をし、マイノリティの歴史 ・現状 ・未来への洞察が深まった。とりわけ、本研究のシンポジウム、研究

会等に参加した本学学生にとっては、真の「多文化 」的共感力を身につけるための絶好の機会となった。  



研究成果発表方法  
[発 表論 文名 （口 頭発表 を含 む ）， 氏名 ，学 会誌等 名（ 投稿 中・ 投稿 予定 ・執筆 中） を記 入す る。 ] 

※ 本 経費 を用 いて 、報 告書 （ 冊子 等） を作 成し た場 合 には 、本 様式 とと もに 1 部 を 提出 する こと 。  

な お 、提 出さ れた 報告 書は 教 育 実 践研 究推 進本 部を 通 じて 附属 図書 館へ 寄贈 す る。  

 

研究代表者  菅  美弥は、2 0 1 4 年移民研究会で 2 回口頭発表したほか、2 0 1 5 年 6 月に J ourn a l  

o f  A mer i ca n  S tud ie s に英語論文（査読あり）が掲載決定済み。また、 2 01 5 年 6 月日本アメリカ

学会年次大会のパネルでアメリカ人招聘研究者とともに英語にて口頭発表を行う。  

 


